




Texture of Rice Cooked with Various Methods
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裏13電気釜，ガス釜，文化鍋炊飯米の垂直位置と硬さ
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　上中下に差が認められたが，中下の位置が有意に硬かった。器具による差は認められなかったが，
交互作用M・Vは解析が必要である。N＝4，　P＝O．　05の場合，　F＝　3．3であるのので，　F＝3．　08は
有意の差はF値にかなり近い。この事から，各器具についての上中下の平均値を比較すると表ユ3の如
くになり，電気釜は中が硬く，ガス釜，文化鍋は下が硬い事を認めた。熱源の強さ，熱エネルギーの
伝わり方の遅いの影響と考えられるo
要
?
実際に用いられる炊飯器具や矧・で炊飯L・前報1～3）の小規模炊飯と比較した・
　1．6　kgの大量炊飯では中央が硬く，垂直方向には有意差が認められた。
　2．電気釜，加圧釜ともに中部位が有意に硬い。加水量の多い方が，上，中・下の差が少ない。
　3．電気釜，ガス釜，文化鍋炊飯米の部位と硬さでは器種別・水平位置には有意差なく垂直位置の
上く中にみられるのみである。
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